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１ はじめに
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はじめに

 これまでの中学校の部活動は、生徒のスポーツ・文化を楽しむ機会を確保する等、大きな役割を
担ってきました。しかし、少子化の進展、また専門性や意思に関わらず教職員が顧問を務めるといっ
た、これまでの学校部活動を継続することは難しくなってきております。
そのためスポーツ庁の有識者会議においては子どもたちが生涯を通じ、スポーツを継続して親しむ
ことができるよう、部活動を学校主体から地域主体にする「地域移行」について提言がされました。
 それを受けて文部科学省は「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的な
ガイドライン」を作成し、愛知県においても「部活動の地域移行・地域連携の進め方に関するガイド
ライン」を策定し、県内市町村における部活動の地域移行に向けた取り組みを本格化させる指針と
なっています。
 本市にあってはこれらガイドラインに沿いながら、児童生徒の保護者の代表者の方々と学校教職員
代表の方々による「部活動地域移行検討委員会」の場において、それぞれの立場からのご意見をうか
がってきました。
本ビジョンはこれら意見を基に豊明市教育委員会が策定したものです。
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【出典：学校における働き方改革推進本部（第４回）（文部科学省）】－3－



（出典：「公立中学校の部活動の地域移行や地域連携を進めます」（愛知県教育委員会作成））
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２ 学校生活と部活動の現状

－5－



豊明市　小・中学校教諭の１日の勤務スケジュール例

市内某小学校の1日（部活動がある日）

昇降口開錠 7:30 昇降口開錠 7:45

生徒登校時間 ～8:10 児童登校時間 8:10～8:20

提出人数 108 割合

8:20 100時間超 9 8.3% 8:20
8:35 8:25

8:40 45～80時間 47 43.5% 8:30

9:30 45時間以下 37 34.3% 8:55

9:40 8:55
10:30 10:30

10:40 10:30
11:30 10:45

11:40 100時間超 4 3.8% 10:50
12:30 12:25

12:35 45～80時間 42 39.6% 12:25
13:10 13:10

13:15 13:15

13:40 13:45

13:45 13:50
14:35 14:35

14:45 100時間超 4 1.7% 14:40

80～100時間 22 9.4%

45～80時間 89 37.9%

45時間以下 120 51.1%

15:55 15:45

　

提出人数 231 割合

100時間超 0 0.0%

80～100時間 8 3.5%

45～80時間 58 25.1%

45時間以下 165 71.4%

※　小・中学校ともに、夜間電話への切替時間は、原則勤務時間終了時ですが、児童生徒の帰宅までの安全を考慮して、「最終下校後約30分後」としています。

15:45～
休憩時間（30分）

15:55～16:25 16:05～16:35

最終下校時刻
16:10～17:30
季節ごとに異なる

勤務時間
～16:40

残
業
時
間

最終下校時刻 16:10～16:45
季節ごとに異なる

勤務時間
～１６：５０

※勤務時間終了後に行っている業務
部活動指導、授業準備・教材研究、提出物
返却準備、成績評価、行事の準備、保護者
対応、個別打合せ、学年・学級運営事務

時間外

※勤務時間終了後に行っている業務
授業準備・教材研究、提出物返却準備
成績評価、行事の準備、保護者対応
個別の打合せ、学年・学級運営の事務

時間外

部活動 15:55～
休憩時間（30分） （参考）R4年11月の小学校教員在校時間

部活動

5

15:45 15:40

下校 下校

6 残
業
時
間

6

15:35 15:25

ST 帰りの会

休憩時間（15分）
13:25～13:40 13:30～13:45

(13:10～13:25） (13:20～13:35）（参考）R4年６月の小学校教員在校時間
5

勤務時間

提出人数 235 割合

勤務時間

清掃
13:25 13:30

放課
休憩時間（15分）

昼放課

3・４
80～100時間 5 4.7%

給食 給食
45時間以下 55 51.9%

106 割合

勤務時間
8:10～

（参考）R4年6月の中学校教員在校時間

4 残
業
時
間

清掃

時間外

ST 残
業
時
間

健康観察

勤務時間
８：２０～

80～100時間 15 13.8%

1 朝の会等

2 １・２

3
（参考）R4年１１月の中学校教員在校時間

大放課
提出人数

中学校の一日 小学校の一日
市内某中学校の1日（部活動がある日）

教員の勤務

時間外 教員の勤務
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豊明市の中学校部活動の現状
 市内に豊明中、栄中、沓掛中の3中学校がある。

◆部活動数   （令和５年４月現在）
運動部  11〜１３種目
文化部   2〜３種目
⇒廃部を予定しており、すでに新規入部を停止している部活動がある。

  
◆活動時間

平⽇  週３⽇、授業後〜２時間程度
休⽇  土⽇のいずれか１⽇（大会等があれば両⽇とも）の午前か午後の３時間程度

◆指導体制
顧問教諭として、 教員 １名以上
その他、外部指導員（地元の指導者 （ボランティア））がいる場合もある

◆問題点
・ 部員が少なく、特に団体競技における練習ができなくなっている 
・ 顧問（教員）に専門知識がなく、顧問の負担が大きい
・ 休⽇における活動は顧問（教員）の負担が大きい
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３ 目指す姿
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沓掛中栄中豊明中

★★クラブ

△△クラブ

◆◆クラブ

●●クラブ

・
・

★★クラブ

▲▲クラブ

◆◆クラブ

〇〇クラブ

・
・

☆☆クラブ

▲▲クラブ

◆◆クラブ

●●クラブ

・
・

合同地域クラブ

合同地域クラブ

合同地域クラブ

複数中学校生徒
が一緒に活動

指導者
派遣

（新たな活動例として）

これまでになかった
種目に参加

生涯にわたって地域で運動・文化活動を楽しむことができる持続可能な地域クラブを・・・

豊明市の地域クラブ （目指す姿）

ボーリング 軽スポーツ

ジョギング ダンス

新たな地域クラブ

・他の中学校
・福祉体育館などの公共施設
・⺠間施設 等

豊明市◎◎クラブ

中学校以外の活動場所

⺠間企業
大学

スポーツ協会
文化協会等

⺠間団体

教職員等
（兼職兼業）

自中学校以外の施設
も活用

市教育委員会

業務委託

（実施主体）
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現在の部活動と地域移行した（地域クラブ）場合の違い

現 在 の 部 活 動 地 域 ク ラ ブ

位 置 づ け 学校教育の一環 生涯学習活動の一環（文化活動、スポーツ）

運 営 主 体 各中学校 スポーツ協会、文化団体、企業・大学 等

活 動 種 目 各学校で設置 行政（教育委員会）で用意

活 動 場 所 各中学校 各中学校、その他公共施設、⺠間施設

指 導 者 教員、部活動指導員 地域クラブの指導者

費 用 負 担 なし（大会参加の場合等は別途） 原則受益者負担あり
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地域主導の休⽇の地域クラブ活動 
◆ 地域クラブが各クラブ活動を実施し、各校の生徒はそれぞれの希望に応じた活動に参加 

学校単位での地域クラブ、または複数の学校合同の地域クラブも可能

新たな地域クラブ

参加

業務委託

豊 明 市

複数の学校合同の活動も

地域主導の活動

〇〇中学校

（モデル案）

柔道連盟、ソフトテニス協会
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部活動地域移行の運営・実施方法
（目指す姿）

市教育委員会からスポーツ協会、文化団体、企業・大学等への業務委託

スポーツ協会、文化団体、企業・大学の役割 
・ 活動場所（⺠間施設の場合）の確保
・ 指導者の調整
・ 地域クラブの運営及び実施
・ 学校と指導者との連絡調整
・ スケジュール管理
・ 安全管理
・ 謝金の支払い等

行政（市教育委員会）
・ 活動場所（市内公共施設の場合）の確保
・ 活動種目の用意
・ 運営団体の確保
・ 保護者・生徒への周知
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４ スケジュール
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令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

★休⽇部活動の段階的な地域移行の
開始 ＜改革推進期間＞ ＜休⽇の地域移行開始＞

・モデル事業の実施            課題の整理・改善 ＜休⽇の地域移行開始＞

・地域移行の運営団体の募集

・大会出場に向けて調整

・部活地域移行制度の周知 ・随時情報の追加・更新

部活動地域移行のスケジュール（案）

国

豊
明
市

中
学
校
部
活
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５ 検討課題
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部活動の地域移行における検討課題
課   題

指導者の確保 ・スポーツ団体、地元企業、大学等への協力依頼
・専門的な知識や技術、スポーツ指導者としての資質を持つ人員の確保

→生徒を指導するための研修の実施、指導者資格取得の促進
→人材バンクの設置、教職員の兼職兼業の運用検討

多様な活動の創出 ・多様な地域クラブ活動の創出
→生徒のニーズに沿った新たな地域クラブの創出

大会への参加 ・学校部活動での大会参加 or 地域クラブでの大会参加？
→学校部活動と地域クラブの大会出場基準の見直し、整理
→出場大会の整理

会費や保険 ・会費はいくらくらいが適当か、保険の補償内容をどの程度とするか
→会費及び会費の徴収方法の検討
→保険の補償内容は現在の学校部活動の給付内容と同程度
→家計困窮世帯への支援の検討

活動場所 ・公共施設での活動場所が重なる場合、調整が必要
・地域クラブの活動場所が不足の場合、学校外施設の確保の必要

地域クラブへの理解促進 ・生徒への周知
→地域クラブ参加への理解

・保護者への周知
→持続可能な地域クラブ活動運営への理解

概      要
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